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こんなこと決まりましたこんなこと決まりました
　ここでは、令和4年12月に開催された定例会で審議された内容について、
関心が高いと思われるものについて報告します。

 条例の改正・制定

　下記の6件の条例の改正及び制定について可決
しました。

 専決処分の指定についての一部改正

　損害賠償の額を決定することに加え、和解及び
調停に関することについての専決処分を可能にし、
損害賠償への対応の円滑化を図るため、「専決処
分の指定について」(告示第13号)を一部改正しま
した。

　専決処分とは？？
　本来、議会の議決・決定を経なければならない事柄につ
いて、地方公共団体の長が地方自治法の規定に基づいて、
議会の議決・決定の前に自ら処理すること。

　第４回 定第４回 定例会例会
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和4年12月5日から15日まで）（令和4年12月5日から15日まで）

町有地を35億5,300万円で売却

　町は倶知安町ニセコひらふ1条4丁目204番地の
4筆合計9,830㎡の土地（現アルペンホテル底地）
を売却価格35億5,300万円で売却するとし、財産
の処分について議会の議決を求め可決されました。

＜一部改正＞ 
・倶知安町の美しい風景を守り育てる条例
　　　　　　　　　　　　　　　
・地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備
　に関する条例　　　　　　　　　

・倶知安町行政財産使用料条例

・倶知安町営牧場設置及び管理に関する条例

＜制　定＞
・倶知安町職員の降給に関する条例

・倶知安町長期継続契約を締結することができる
　契約を定める条例

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で
3億4,682万円）を可決しました。

一般会計補正予算(第8号)を可決

・ふるさと寄附金業務委託料　  （1億8,019万円）
　　　　　　　　　　　　　　　
・ふるさと応援基金積立金        （1億1,735万円）
　　　　　　　　　
・国民健康保険事業特別会計繰出金 （▲885万円）

・後期高齢者医療費療養給付費負担金（▲1,538万円）

・新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 （3,220万円）

・農業用資材等高騰対策事業支援金 （1,800万円）

町議会では
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 6件の意見書を可決

　下記の6件の意見書を可決しました。

■物価高における農畜産物の適正な価格形成と農
　業経営の存続に向けた需給改善対策等の強化に
　関する意見書
　　　　　　　　　　　　　　　
■消費税インボイス制度の中止を求める意見書　
　　　　　　　　
■帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を
　求める意見書

■知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充
　を求める意見書

■女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
　求める意見書

■物価高騰からくらしと経済を立て直す施策を求
　める意見書

請願第6号を付託・継続審査

～請願第6号　一部抜粋～

　子どもの健やかな成長を願い、子どもに対する
新型コロナウィルス感染症対策の見直しと緩和に
ついて、以下の事項を理由を添えて請願いたします。

（請願事項）

１．子どもの健やかな育ちを育むために、子ども
　に対する新型コロナウィルス感染症対策を緩和
　してください。

２．マスクを着用「する・しない」により差別や
　圧力が生じることのないようすべての子ども、
　保護者、地域住民に周知してください。

３．友達同士がお互いの顔を見ながら食事を楽し
　く味わえるよう幼稚園・保育園・学校等でも
「黙食」を緩和してください。

（理由）

（１）　・・・　略
（２）　・・・　略
（３）　・・・　略

請願第6号
「子どもの新型コロナウィルス感染症対策緩和
　に関する請願書」

　請願第6号は、厚生文教常任委員会に付託し、
閉会中の継続審査としました。

　継続審査とは？？
　当該会期中に議了できず、会議で議決して付託を受けた
委員会が閉会中（本会議を行っていない期間）に引き続き
審査を行うこと。

子育て支援に関する陳情を「採択」

陳情第12号
「子育て支援に関する陳情書」

　陳情第12号は、厚生文教常任委員長より「採択
すべきもの」と陳情審査報告がされた後に採決の
結果、賛成多数で採択となりました。

（陳情趣旨）
　ベビーシッターの雇用拡大及び保育所以外で
の子どもを預かれる公的機関の設置を求めるも
のです。
　私はひとり親家庭でフルタイム勤務をしてい
ます。先日、会社を休んで子どもの病児保育を
しました。子どもが回復したところ、私にウィ
ルスがうつってしまい、厚生病院の救急に駆け
込みをしました。（中略）
　個人で出来ることは限られております。私も
出来ることを具体的に行っておりますが、政治
による子育てを応援するような枠組みを具体的
に作ることがとても重要だと考えております。
保育所の時間外、日曜・祝日に監護者が都合良
く必ず体調が優れているとは限らないと考えま
す。
　また、たった一人の監護者が入院した場合、
倶知安町に住む子どもたちはどうなるのでしょ
うか。当人のコミュニティに任せますか。身寄
りのない家庭はどうでしょうか。

（陳情項目）
・倶知安町でのベビーシッター増員に向けた雇用
　環境の拡大
・泊まりで子どもを預けられる施設（緊急時のみ）
　の設置

　利用者はもちろん利用時に費用を自己負担し
ますが、枠組みがないとそもそも成り立たない
のが現状です。
　町をあげて子育てに積極的な環境を整備する
ことを求め陳情します。
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小中学校における ICT の利活用がよく推進され順調に進んでいるという印象
児童生徒自身が ICTを一つの文房具として、自由
な発想で有効に活用できるような環境を整えていく

森　禎樹　議員

①
各
小
中
学
校
で
は
、
同
一の
時
間
帯
に
半
数
以
上

　

の
学
級
で
児
童
生
徒
の
机
の
上
に
端
末
が
準
備

　

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
教
科
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

　

形
で
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
。

②
各
小
中
学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
影
響
に
よ
る
学
級
閉
鎖
や
、
や
む
を
得
な
い

　

理
由
に
よ
り
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
、

　

自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト
授
業
を
積
極
的
に
行
って
お

　

り
、
必
要
な
通
信
環
境
や
機
器
に
つい
て
も
十
分

　

に
整
って
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
の
通

　

信
環
境
が
未
整
備
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
モ
バ
イ

　
　
　

国
が
提
唱
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
　
　

の
実
現
に
向
け
て
、
本
町
に
お
い
て
も

令
和
２
年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
進
め

ら
れ
、
小
中
学
校
に
お
い
て
は
１
人
１
台
端
末

と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

さ
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
本
格
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
け
る
現
状
を

教
育
長
に
伺
う
。

①
各
学
校
、
各
授
業
に
お
け
る
端
末
の
使
用
頻
度

　

は
。

②
欠
席
時
に
自
宅
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
授
業
の

　

体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

③
活
用
事
例
や
教
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
十
分

　

で
あ
る
の
か
。

④
問
題
点
は
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
の
可
能
性
は
。

⑥
今
後
に
お
い
て
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
で
の

　

連
携
は
可
能
で
あ
る
か
。

問

　

も
に
、
今
後
の
町
費
で
の
導
入
に
つい
て
も
検
討

　

を
行
って
い
く
。

⑥
こ
れ
ま
で
異
な
る
校
種
間
で
行
わ
れ
て
き
た
乗
り

　

入
れ
授
業
な
ど
に
つい
て
は
、
実
際
に
そ
の
場
所

　

に
出
向
く
こ
と
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
に

　

な
る
な
ど
、
移
動
に
係
る
時
間
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お

　

け
る
リ
ス
ク
回
避
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

　

消
に
効
果
を
上
げ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

教育長

答

教
育
長

　

ル
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の
貸
出
し
を
行
う
こ
と

　

で
対
応
し
て
い
る
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
つい
て
は
、
国
や
北
海
道

　

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
事
例
や
研
修
等
の
情
報

　

提
供
が
あ
る
ほ
か
、
北
海
道
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

の
活
用
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
運
営
さ
れ

　

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
町
内
の
教
職
員
間
に
お
い
て
も
公
開
授

　

業
な
ど
の
際
に
端
末
の
効
果
的
な
活
用
に
つい
て
、

　

情
報
共
有
や
積
極
的
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て

　
い
る
。

　
　

更
に
本
町
で
は
、
専
門
性
の
高
い
知
識
や
豊
富

　

な
経
験
を
有
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
て
お
り
、
端
末
の
利

　

活
用
に
か
か
わ
ら
ず
、通
信
環
境
や
公
務
な
ど
、

　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
多
面
的
に
支
援
で
き
る
体

　

制
を
整
え
て
い
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
急

　

な
学
級
閉
鎖
な
ど
に
も
早
急
に
対
応
で
き
る
よ

　

う
、
児
童
生
徒
の
日
常
的
な
端
末
の
持
ち
帰
り
が

　

進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
登
下
校
の
際

　
の
荷
物
が
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
対
策
と
し

　

て
は
学
校
に
教
科
書
を
置
い
て
帰
る
、
い
わ
ゆ
る

　

置
き
勉
等
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
本
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
全
学
年
の

　
一部
教
科
に
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入

　

し
た
ほ
か
、国
の
実
証
事
業
に
よ
り
、小
学
校
５
、

　

６
年
生
に
算
数
及
び
英
語
、
中
学
校
で
は
全
学

　

年
に
数
学
及
び
英
語
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

　

書
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

　

教
科
書
に
つい
て
今
後
も
継
続
し
て
い
く
考
え
で

　

あ
り
、
学
習
者
用
に
つい
て
は
、
こ
れ
ま
で
紙
の

　

教
科
書
が
国
の
負
担
に
よ
り
配
備
さ
れ
て
い
る
経

　

緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
証
事
業
な
ど
国
の
動
向

　

を
注
視
し
つつ
、
こ
れ
ら
を
十
分
活
用
す
る
と
と

　
　
　

子
ど
も
達
は
今
、
画
面
を
見
る
こ
と
が
非

　
　
　

常
に
多
く
、
家
で
も
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
り
な
ど
、
や
は
り
目
に
対
す
る

問
題
、
身
体
的
な
問
題
、
身
体
に
対
す
る
負
担

の
部
分
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

問
　

目
な
ど
の
影
響
、
心
の
部
分
も
含
め
て
、
影
響

が
ど
う
い
う
形
で
出
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

し
っ
か
り
と
調
査
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

全
体
的
な
対
応
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
文
科

省
、
道
教
委
と
連
携
し
た
対
応
が
必
要
に
な
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
十
分
に
要

望
し
て
い
く
。

答

教
育
長
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新駅はみんなの駅、長年の議論や想いを素地とした議論を
多くの関係者の想いが実った施設となるよう取り組む

作井　繁樹　議員

　
　
　

新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整
備
・
西
口
広
場

　
　
　

計
画
議
論
の
交
通
整
理
、
論
点
を
整
理

し
た
上
で
の
、
見
え
る
化
が
必
要
。

　

ま
ず
は
、
北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整

備
推
進
委
員
会
の
目
的
と
位
置
付
け
を
。

問答

町
長

　

新
駅
周
辺
の
整
備
と
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
、
駅

舎
や
都
市
施
設
、
駅
前
広
場
の
整
備
推
進
、
ま
ち

な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
の
企

画
・
推
進
な
ど
。

　

新
幹
線
駅
の
開
業
に
向
け
、
今
後
と
も
推
進
委

員
会
の
場
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
る
。

た
め
に
は
、
ス
キ
ー
場
側
の
知
見
を
活
用
す
べ
き
で

あ
る
と
認
識
。

　

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
施
設
整
備
や
市
街

地
と
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
交
通
施
策
な
ど
に
関
す
る

助
言
を
積
極
的
に
求
め
た
い
。

令和5年2月10日の経済建設常任委員会で提出された新駅東口広場のイメージ

町長

新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整
備

・

西
口
広
場
計
画

　
　
　

新
駅
は
み
ん
な
の
駅
、
長
年
に
わ
た
る
さ

　
　
　

ま
ざ
ま
な
議
論
や
多
く
の
関
係
者
の
想
い

を
素
地
と
し
た
協
議
が
今
一
度
必
要
。

　

最
低
限
、
羊
蹄
山
麓
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え

た
上
で
の
西
口
広
場
駐
車
場
整
備
が
な
さ
れ
る

べ
き
。

問答

町
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
多
く
の
関
係
者
の
想
い
が

実
っ
た
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
北
海
道
、
羊
蹄
山

麓
町
村
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
つ
つ
、
国
際
リ

ゾ
ー
ト
の
玄
関
口
と
し
て
の
新
幹
線
駅
及
び
周
辺

施
設
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　

整
備
費
用
負
担
の
課
題
、
ひ
ら
ふ
坂
や

　
　
　

道
道
蘭
越
ニ
セ
コ
倶
知
安
線
の
渋
滞
問

題
、
あ
る
い
は
脱
炭
素
環
境
へ
の
配
慮
の
点
か

ら
も
、
ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
の
規
模
を
縮
小
し
、

車
両
の
流
入
を
抑
制
さ
せ
る
た
め
に
、
ひ
ら
ふ

第
一
駐
車
場
整
備
事
業
と
西
口
広
場
駐
車
場
整

備
事
業
と
の
包
括
協
議
を
行
い
、
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
を
一
度
真
剣
に
検
討
す
べ
き
。

問答

町
長

　

ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
の
み
の
再
整
備
と
い
う
点
で

の
議
論
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
外
駐
車
場
の
検
討
や

交
通
体
系
の
検
討
、
そ
う
いっ
た
多
面
的
な
整
備

に
つい
て
方
向
性
を
出
し
た
い
。

　

今
後
の
後
志
自
動
車
道
な
ど
外
部
的
な
要
因

も
鑑
み
な
が
ら
、
議
論
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

整
備
費
用
負
担
に
は
民
間
資
金
の
活
用
も

　
　
　

不
可
欠
。
古
く
て
新
し
い
夢
、
ま
た
、
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
同
様
ス
キ
ー
場
周
辺
の
車
両

流
入
を
抑
制
す
る
意
味
で
も
、
関
係
者
の
悲
願

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
新
幹
線
駅
と
ス

キ
ー
場
と
を
結
ぶ
ゴ
ン
ド
ラ
建
設
も
踏
ま
え
た

西
口
広
場
駐
車
場
整
備
へ
の
参
画
、
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
東
急
不
動
産
、
日
本
ハ
ー
モ

ニ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
と
協
定
の
一
環
で
あ
る
地
域

課
題
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
等
の
対
応
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
一
度
真
剣
に
協
議
す
べ
き
。

問答

町
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
観
光
客
の
利
便
性
の
高
い

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
、そ
し
て
回
遊
性
を
促
し
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
適
切
な
動
線
設
定
の

こ
の
他
、
「
強
固
な
財
政
基
盤
の
構
築
」
に
つ
い
て

質
問
を
し
ま
し
た
。
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ウィンタースポーツ振興による健康増進と指導者育成
官民連携して地域全体のサポートのもと協議を進める

木村　聖子　議員

　
　
　

本
年
、
ス
キ
ー
の
町
宣
言
50
周
年
の
節
目

　
　
　

の
年
を
迎
え
て
、
小
中
学
生
に
対
す
る

ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン
券
を
無
料
化
に
し

た
こ
と
は
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
と
考
え
る
。

　

一
方
、
冬
期
間
は
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
に
な

り
、
運
動
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

に
陥
り
や
す
い
。
ス
キ
ー
等
に
親
し
む
こ
と
は

町
民
の
心
身
を
良
好
に
保
ち
、
健
康
増
進
に
役

立
つ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
技
の
普
及
は
観
光
業
の
理
解
促
進

に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

次
の
50
年
を
見
据
え
て
、
町
技
の
一
層
の
普

及
を
図
る
べ
く
見
解
を
伺
う
。

【
保
護
者
向
け
リ
フ
ト
料
金
の
検
討
が
必
要
で
は
】

　

小
学
生
が
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
利
用
す
る
場

合
、
保
護
者
同
伴
と
な
る
。
ま
た
、
リ
フ
ト
料
金

は
値
上
が
り
し
て
お
り
保
護
者
の
支
援
も
必
要

と
考
え
る
。

【
町
民
限
定
の
リ
フ
ト
料
金
や
ス
ク
ー
ル
料
金
の

導
入
検
討
を
】

　

ス
キ
ー
指
導
に
あ
た
る
指
導
者
は
不
足
し
て

い
る
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
下
支
え
す
る
人
た
ち
の
活
動
を
促
進
す
る

施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

問

確
保
す
る
の
が
厳
し
い
の
で
、
大
人
の
技
術
指
導
に

つい
て
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
。

　

具
体
的
な
対
策
を
考
え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

答

教
育
長

　

民
と
官
が
連
携
し
て
、
地
域
全
体
の
サ
ポ
ー
ト

の
下
で
こ
の
町
技
ス
キ
ー
の
普
及
・
促
進
を
引
き
続

き
、
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
所
管

す
る
教
育
委
員
会
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

町
長

　

今
現
在
、
指
導
者
や
ア
シ
ス
ト
す
る
人
員
が
足

り
て
い
な
い
。
小
学
生
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
も
毎
年

　
　
　

町
技
に
分
類
さ
れ
る
町
内
開
催
事
業
等
に

　
　
　

参
加
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
仕
事
を
休
む

こ
と
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
役
場
も
含
め
て
民
間

企
業
と
連
携
し
て
ぜ
ひ
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
浸
透
す
れ
ば
町
内
全
体
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
や
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え
る
。

問
　

お
話
の
通
り
、
最
終
的
に
は
ス
キ
ー
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を
町
全
体
と
し
て
環
境
づ
く
り
が
無

理
な
く
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

て
い
る
。

答

町
長

タ
ク
シ
ー
の
確
保
策

　
　
　

自
家
用
車
を
持
た
な
い
町
民
に
と
っ
て
、

　
　
　

冬
期
間
は
特
に
タ
ク
シ
ー
利
用
が
増
加

す
る
。

　

今
冬
は
観
光
客
が
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
町
内

の
タ
ク
シ
ー
利
用
率
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
町
民
の
タ
ク
シ
ー
利
用
の
ハ
ー
ド
ル

は
上
が
り
、
町
民
の
生
活
に
影
響
が
出
て
い
る
。

①
現
在
把
握
し
て
い
る
今
冬
の
タ
ク
シ
ー
稼
働
数

　

は
。

②
近
隣
区
域
業
者
か
ら
の
支
援
要
請
は
可
能
か
。

③
新
し
い
試
み
の
検
討
と
し
て
、
公
共
的
ラ
イ
ド

　

シ
ェ
ア
の
導
入
の
可
能
性
は
。

問

①
１
社
は
日
中
の
稼
働
台
数
が
８
台
か
ら
10
台
へ
、

　

夜
間
が
４
台
か
ら
５
台
に
増
加
。
も
う
１
社
は
、

　

倶
知
安
駅
を
拠
点
に
昼
夜
３
台
稼
働
し
て
い
る
。

　
　

さ
ら
に
、
今
冬
は
平
取
町
に
本
社
が
あ
る
タ
ク

　

シ
ー
事
業
者
が
、
３
月
ま
で
の
期
間
だ
が
市
街
地

　

を
中
心
に
数
台
運
行
さ
せ
る
予
定
が
あ
る
と
確

　

認
し
た
。

②
国
は
平
成
30
年
度
よ
り
倶
知
安
ニ
セ
コ
地
区
に
隣

　

接
す
る
営
業
区
域
の
規
制
緩
和
措
置
に
よ
り
岩

　

内
・
余
市
圏
の
事
業
者
を
対
象
に
冬
期
間
の
倶

　

知
安
圏
で
の
営
業
を
許
可
し
て
い
る
。

　
　

乗
務
員
の
確
保
や
事
業
者
間
協
議
な
ど
、
さ

　

ま
ざ
ま
な
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

　

活
発
に
参
入
す
る
状
況
に
は
至
って
い
な
い
。

③
本
町
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
短
距
離
区

　

間
で
の
移
動
、
ま
ち
な
か
移
動
が
中
心
に
な
る
。

　
　

実
際
に
で
き
れ
ば
需
要
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え

　

る
が
、
持
続
的
に
稼
働
す
る
に
は
、
や
は
り
ド
ラ

　

イ
バ
ー
数
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。

　
　

全
国
的
に
も
導
入
事
例
が
少
な
く
、
参
考
事

　

例
の
情
報
収
集
と
調
査
・
研
究
を
引
き
続
き
実

　

施
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

町長
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町長

確
保
す
る
の
が
厳
し
い
の
で
、
大
人
の
技
術
指
導
に

つい
て
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
。

　

具
体
的
な
対
策
を
考
え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

間口除雪を実現しませんか？
失敗を恐れず進めていきたい

古谷　眞司　議員

①
安
全
な
通
行
状
態
が
確
保
で
き
る
よ
う
北
海
道

　

と
道
路
の
補
修
方
法
な
ど
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　

現
在
、
役
場
庁
舎
内
に
「
旭
ケ
丘
総
合
公
園

　

の
あ
り
方
検
討
会
」
を
内
部
で
立
ち
上
げ
、
今

　

後
の
方
向
性
に
つい
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
中
で
西
11
号
公
園
通
り
が
迂
回
路
と
な
っ

　

た
場
合
は
、
公
園
施
設
に
つい
て
も
安
全
に
利
用

　

者
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
を
保
つ
よ
う

　

に
検
討
し
て
い
く
。

②
西
３
丁
目
通
り
の
整
備
に
つい
て
は
、
周
辺
の
開

　

発
動
向
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
ど
う
し
て
も
必
要

　

な
も
の
で
あ
る
の
で
、
民
間
プ
ロ
ジ
ェク
ト
と
の
協

　

力
体
制
は
不
可
欠
で
は
な
い
。

　
　

接
道
す
る
道
道
を
管
理
す
る
北
海
道
な
ど
の

　

関
係
機
関
と
し
っ
か
り
協
議
を
進
め
る
中
で
、

　

新
駅
の
開
業
に
合
わ
せ
た
西
３
丁
目
通
り
の
整
備

　

検
討
を
進
め
る
。

③
学
校
付
近
の
歩
道
は
、
優
先
的
に
歩
道
除
雪
を

　

行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ

　

う
配
慮
を
し
て
い
る
。

　
　

次
に
、
交
差
点
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
視
界

　
の
確
保
は
シ
ー
ズ
ン
初
め
に
除
雪
委
託
業
者
と
打

　

合
せ
で
交
差
点
付
近
の
雪
山
を
で
き
る
限
り
高

　

く
し
な
い
よ
う
指
示
し
、
見
通
し
を
確
保
す
る

　

よ
う
努
力
し
て
い
る
。

④
間
口
除
雪
を
試
験
的
に
実
践
、
仕
組
み
づ
く
り

　

を
実
際
に
進
め
た
い
。
部
分
的
に
し
て
も
積
み
重

　

ね
て
失
敗
を
恐
れ
ず
進
め
て
い
き
た
い
。

⑤
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
用
は
、
若
年
層
向
け

　

低
家
賃
の
ア
パ
ー
ト
建
設
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、

　

町
が
直
接
建
設
す
る
こ
と
は
大
変
厳
し
い
と
考
え

　

て
い
る
。
し
か
し
、
民
間
の
事
業
者
が
建
設
事
業

　

に
参
入
す
る
場
合
に
は
、
町
と
し
て
定
住
人
口
対

　

策
に
資
す
る
事
業
認
定
あ
る
い
は
事
業
者
支
援
と

　

し
て
町
有
地
を
提
供
と
い
う
こ
と
も
可
能
か
な
と

　

考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
旧
倶
知
安
保
育
所
の
跡
地
は
、
現
状

　

か
ら
ど
の
程
度
の
整
備
が
必
要
な
の
か
、
地
域
の

　

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
検
討
す
る
。

⑥
保
健
福
祉
会
館
の
再
整
備
に
つい
て
は
、
福
祉
医

　

療
課
が
入
って
い
た
事
務
室
及
び
ホ
ー
ル
部
分
に

　
つい
て
は
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
の
サ
ロ
ン

答

町
長

　

や
集
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

　

利
用
も
検
討
し
て
い
る
。

⑧
地
域
の
方
々
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
移

　

動
可
能
な
簡
易
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
の
設
置
、
ト

　

イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
、
セ
ミ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　

計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

⑥
公
民
館
の
再
整
備
は
、
現
時
点
で
具
体
的
に
答

　

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
、
策
定
作
業
中
で

　

あ
る
社
会
教
育
施
設
個
別
施
設
計
画
を
も
と
に

　

整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

⑦
小
学
校
適
正
配
置
計
画
の
見
通
し
に
つい
て
は
、

　

平
成
28
年
に
小
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本

　

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
で
宅
地
造
成

　

が
進
ん
で
お
り
、
人
口
動
態
の
動
向
を
見
極
め
る

　

の
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
施
設
の
大
規
模
改
修

　

工
事
な
ど
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
協
議
を

　

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

ま
た
、
学
校
施
設
整
備
の
計
画
は
令
和
３
年
度

　

に
今
後
40
年
間
を
見
通
し
た
、
学
校
施
設
長
寿

　

命
化
計
画
で
建
物
が
比
較
的
健
全
で
長
寿
命
化

　

が
可
能
な
施
設
を
建
て
替
え
で
は
な
く
適
正
な

　

改
修
や
維
持
・
保
全
に
努
め
る
こ
と
で
、
安
全
・

　

安
心
な
教
育
環
境
を
整
備
し
、
将
来
的
な
維
持

　

管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
と
平
準
化
を
図
る
こ
と
を
方

　

針
と
し
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
計
画
的
に
施

　

設
の
改
修
修
繕
を
行
って
い
く
。

答

教
育
長

　
　
　

住
み
良
い
町
の
施
設
、
道
路
整
備
を
明
確

　
　
　

に
と
い
う
こ
と
で
、
以
下
の
８
点
に
つ

い
て
町
長
と
教
育
長
に
伺
う
。

①
道
道
倶
知
安
ニ
セ
コ
線
跨
線
橋
撤
去
に
伴
い
、

　

迂
回
路
と
な
る
町
道
公
園
線
の
整
備
計
画
と
影

　

響
を
受
け
る
旭
ケ
丘
公
園
の
機
能
性
の
向
上
に

　

つ
い
て
。

②
駅
前
を
南
北
に
走
る
町
道
西
３
丁
目
通
り
の
整

　

備
に
お
い
て
、
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
協
力

　

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

③
学
校
周
辺
道
路
の
冬
期
間
の
歩
道
の
確
保
と
交

　

差
点
、
横
断
歩
道
の
視
界
確
保
策
に
つ
い
て
。

④
長
年
の
課
題
で
あ
り
町
民
の
願
い
で
あ
る
間
口

　

除
雪
を
本
格
的
に
研
究
し
ま
せ
ん
か
。

⑤
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
用
、
ま
た
旧
倶
知

　

安
保
育
所
跡
地
は
一
部
中
学
校
の
仮
駐
車
場
と

　

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
整
備
に

　

つ
い
て
。

⑥
公
民
館
、
保
健
福
祉
会
館
の
再
整
備
の
計
画
に

　

つ
い
て
。

⑦
小
学
校
適
正
配
置
計
画
の
見
直
し
及
び
学
校
施

　

設
整
備
の
計
画
に
つ
い
て
。

⑧
各
地
域
会
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
。

問住
み
良
い
町
の
施
設
、
道
路
整
備

を
明
確
に
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タクシー問題は次の４年でしっかり効果を出すべき
解決策の道筋というものも導いていきたい

門田　淳　議員

　
　
　

①
冬
季
の
タ
ク
シ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
。

　
　
　

②
問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

③
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
夜
間
の
デ
マ
ン
ド
型

　

交
通
の
運
行
が
考
え
ら
れ
る
が
、
想
定
し
て
い

　

る
施
策
は
あ
る
か
。

問答

町
長

①
現
在
、
町
民
が
日
常
生
活
に
利
用
で
き
る
タ
ク

　

シ
ー
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
事
業
者
は
２
社
で
、
１

　

社
は
日
中
の
稼
働
台
数
が
８
台
か
ら
10
台
、
夜

　

間
が
４
台
か
ら
５
台
、
も
う
１
社
は
倶
知
安
駅

　

を
拠
点
に
昼
夜
３
台
稼
働
し
て
い
る
。

②
国
は
平
成
30
年
度
か
ら
隣
接
す
る
営
業
区
域
の

　

規
制
緩
和
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
事
業
者
の
申

　

請
に
応
じ
て
冬
期
間
の
倶
知
安
圏
で
の
営
業
を

　

許
可
し
て
い
る
。

　
　

町
は
協
議
会
を
通
じ
て
季
節
労
働
者
を
対
象

　

と
し
て
資
格
取
得
費
用
の
半
額
を
助
成
し
て
い
る
。

③
夜
間
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、
直
ち
に
今
年
の
冬

　

か
ら
そ
れ
を
導
入
す
る
と
い
う
段
階
に
は
至
って

　

な
い
が
、
乗
務
員
の
確
保
、
支
援
の
継
続
、
そ
れ

　

と
町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
需
要
に
応
じ
た

　

運
行
体
制
を
ど
う
や
っ
た
ら
維
持
し
て
い
く
の
か
、

　

そ
の
た
め
の
支
援
策
と
い
う
も
の
を
中
心
に
、
今

　

後
検
討
・
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

町長

町
民
の
足
の
確
保
を

　
　
　

タ
ク
シ
ー
の
問
題
は
次
の
４
年
で
し
っ
か

　
　
　

り
効
果
を
出
す
べ
き
。

問答

町
長

　

次
の
４
年
間
、
必
ず
や
こ
う
いっ
た
部
分
へ
の
解

決
策
の
道
筋
と
い
う
も
の
も
導
い
て
い
き
た
い
と
い

う
の
が一つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
の
で
、
是
非
頑

張
って
い
き
た
い
。

　
　
　

帯
状
疱
疹
は
、
加
齢
・
疲
労
・
ス
ト
レ
ス

　
　
　

な
ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、

体
内
に
潜
伏
す
る
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
燃

し
発
症
す
る
。

　

働
き
盛
り
の
50
歳
か
ら
発
症
率
が
高
く
な
り
、

80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
町
長

に
伺
う
。

①
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
町
の
認
識
は
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
。

問帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を

答

町
長

①
予
防
接
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
も
定
期
接
種

　

と
任
意
接
種
の
実
施
は
区
別
し
て
取
り
扱
う
必

　

要
が
あ
る
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
周

　

知
・
勧
奨
は
今
現
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

②
今
後
、
定
期
接
種
と
い
う
位
置
付
け
と
な
っ
た

　

場
合
な
ど
も
含
め
て
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

　

対
応
し
て
い
き
た
い
。

冬季の慢性的なタクシー不足の解決策が求められる
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新型コロナ感染症対策の緩和とワクチンの情報発信について

厚労省発行の情報提供資材を活用し、周知している

田中　義人　議員

町長

①
文
科
省
の
通
知
で
マ
ス
ク
不
要
な
場
面
が
明
記
さ

　

れ
、
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
た
。

　
　

し
か
し
、
２
名
以
上
の
感
染
者
で
学
級
閉
鎖
に

　

な
る
こ
と
な
ど
で
継
続
し
た
不
安
感
に
よ
り
不
登

　

校
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
着
用
の
有
無
は
、
無
理
強
い
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

　

こ
と
な
ど
に
つい
て
説
明
を
行
い
、
道
徳
や
特
別

　

活
動
と
いっ
た
教
育
活
動
で
指
導
し
て
い
る
。

③
黙
食
は
文
科
省
か
ら
基
本
的
対
処
方
針
の
変
更

　

の
通
知
が
あ
り
、
座
席
配
置
や
換
気
の
確
保
で

　

児
童
生
徒
間
で
の
会
話
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

　

徹
底
を
図
って
い
く
。

　

働
省
の
情
報
提
供
資
材
を
活
用
し
て
住
民
に
周

　

知
し
て
い
る
。

　
　

乳
児
に
対
し
て
は
、
主
治
医
と
相
談
し
、
保

　

護
者
が
十
分
に
検
討
し
た
上
で
希
望
者
の
み
接

　

種
と
し
て
い
る
。

　
　

厚
労
省
の
通
知
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
予
防

　

接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
の
議
事
録
を
注
視
し
、

　

接
種
業
務
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　

①
学
校
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用
ス
ト
レ
ス
。

　
　
　
　

不
登
校
に
関
係
し
て
い
な
い
か
。

②
マ
ス
ク
が
で
き
な
い
子
ど
も
へ
の
差
別
に
対
す

　

る
対
応
は
。

③
資
料
で
提
出
し
て
い
る
、
福
岡
市
で
の
黙
食
緩

　

和
の
事
例
。
我
が
町
は
。

④
11
月
に
参
議
院
会
館
で
行
わ
れ
た
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
後
に
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
方
々
、

　

厚
労
省
、
複
数
の
研
究
者
の
方
々
、
超
党
派
の

　

議
員
が
集
ま
り
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
動

　

画
の
反
響
が
大
き
い
。

　
　

町
は
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
）
慎
重
な

　

判
断
を
住
民
に
促
す
べ
き
。

問新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
緩
和
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
　
　

マ
ス
ク
が
で
き
な
い
子
も
い
る
よ
、
と
い

　
　
　

う
チ
ラ
シ
は
福
岡
市
教
育
委
員
会
が
国

に
先
行
し
て
独
自
の
判
断
で
行
っ
た
。

　

大
阪
府
泉
大
津
市
の
南
出
市
長
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
説
明
と
し

て
、
後
遺
症
が
残
っ
た
方
々
の
事
例
な
ど
も
発

信
し
、
個
々
、
一
人
一
人
が
判
断
し
た
上
で
接

種
し
て
下
さ
い
と
い
う
事
前
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

　

国
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
や
る
で
は
な
く
、
自

治
体
が
自
ら
判
断
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
へ
向
け

て
ど
の
よ
う
に
最
善
の
こ
と
が
で
き
る
か
、
地

方
自
治
法
に
の
っ
と
っ
て
や
れ
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

問

大阪府泉大津市の南出市長からのコロナワクチン接種に関するメッセージと保護者・地域の方へのチラシ

　
　
　

タ
ク
シ
ー
の
問
題
は
次
の
４
年
で
し
っ
か

　
　
　

り
効
果
を
出
す
べ
き
。

教育長学術的な裏付け等にもアンテナを高くし、適宜改善していきたい

答

教
育
長

答

町
長

④
庁
舎
内
で
こ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、
厚
生
労

　

学
術
的
な
こ
と
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
常

に
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

教
育
長

答

町
長

　

随
時
新
た
な
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る

中
で
、
今
回
提
示
の
あ
っ
た
こ
と
も
大
変
参
考
に

な
る
の
で
改
善
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
他
に
も
３
件
（
「
ス
キ
ー
場
運
営
と
開
発
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」
「
町
営
プ
ー
ル
に
つ

い
て
」
「
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
）
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
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本町が取り巻く環境を勘案し、早期に財政計画の提示を
修正版の作成と同時に、令和５年度以降の
　　　　集計額修正について取り組んでいる

鈴木　保昭　議員

町長

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
決
断
力

財
政
計
画

答

町
長

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教

諭
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
保
育
人
材
確
保
の

一
時
金
給
付
事
業
や
保
育
士
等
へ
の
奨
学
金
返
還

支
援
事
業
を
実
施
し
、
成
果
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
土
曜
保
育
の
完
全
実
施
に
向
け
て
大

き
く
前
進
す
る
要
因
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

郊
外
に
住
む
方
々
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
実
験
段
階
で
は
あ
る
が
郊
外
デ
マ
ン
ド
バ
ス「
じ
ゃ

が
た
く
」
の
実
証
運
行
を
行
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
、
３
年
近

く
が
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
な
っ
た
が
、
商
工
会
議

所
と
の
連
携
を
よ
り
深
く
進
め
て
き
た
。

　
　
　

本
定
例
議
会
の
こ
の
質
問
通
告
の
締
め
切

　
　
　

り
前
に
財
政
計
画
の
提
出
を
求
め
た
の

に
い
ま
だ
梨
の
つ
ぶ
て
で
あ
る
。
財
政
計
画
な

く
し
て
明
日
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
般
質
問
の
重
要
性
は
問
う
に
足
ら
ず
。
東

急
の
ホ
テ
ル
底
地
の
売
買
も
通
告
締
め
切
り
前

に
行
政
報
告
と
い
う
形
で
議
会
報
告
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
。

　

併
せ
て
東
急
の
ホ
テ
ル
底
地
の
町
有
地
利
用

方
法
と
ひ
ら
ふ
駐
車
場
の
関
係
に
つ
い
て
も
報

告
を
求
め
る
。
北
海
道
新
幹
線
関
係
に
つ
い
て

は
、
や
は
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
き
ち
ん
と

一
度
精
査
し
な
が
ら
進
む
と
い
う
姿
勢
が
大
切

と
考
え
る
。

　

近
年
、
各
種
委
員
会
や
協
議
会
の
設
置
が
多

く
聞
く
が
、
い
ず
れ
も
町
長
の
諮
問
機
関
な
の

か
協
議
機
関
な
の
か
。
高
齢
者
が
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
こ
の
町
に
き
ち
ん
と
楽
し
く
住
め
る
か

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
私
は
審
議
す
る
委
員
会

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
も
う
一
度
こ
の
町
の
各
種
機
関
に
つ

い
て
は
整
理
整
頓
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
と
考
え
る
。

問

ホ
テ
ル
の
大
規
模
改
修
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
町
有
地
の
利
用
方
法
と
し
て
は
宿
泊
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ひ
ら
ふ
第
一
駐
車
場
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後

は
観
光
客
の
利
便
性
の
高
い
受
け
入
れ
環
境
整
備

や
回
遊
性
を
促
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

適
切
な
動
線
設
定
の
た
め
に
も
、
先
般
締
結
し
た

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
施
設
整
備
や
交
通
施

策
な
ど
に
関
す
る
助
言
を
ス
キ
ー
場
側
に
も
積
極

的
に
求
め
る
。

　

町
長
の
諮
問
機
関
、
協
議
機
関
に
つ
い
て
は
常

に
そ
の
重
要
性
や
整
理
で
き
る
も
の
は
整
理
し
、

新
た
な
機
能
と
し
て
活
用
し
た
中
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
べ
く
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

町
長
は
大
統
領
と
同
じ
。
そ
れ
だ
け
に

　
　
　

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
決
断
力
は

大
き
い
と
考
え
る
。
こ
の
４
年
間
の
主
な
る
実

績
は
。
何
を
成
し
得
た
の
か
自
己
反
省
の
弁
も

含
め
て
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

問

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
の
実

績
額
が
平
成
30
年
度
と
比
較
す
る
と
３
年
間
だ
け

で
10
倍
の
寄
附
額
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

次
期
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
は
、「
い
つ
ま
で

も
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
」「
人
を
育
て
る
」

と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

　

実
際
に
運
営
・
建
設
の
手
法
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
と
し
て
も
、
民
間
の
力
を
お
借
り
で
き
る
な

ら
活
用
し
た
中
で
町
と
し
て
の
構
想
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
引
き
続
き
検
討
し
、
最
終
的
な
実

現
を
目
指
し
行
動
し
た
い
と
思
う
。

答

町
長

　

現
在
、
令
和
４
年
度
時
点
で
の
財
政
シ
ミ
ュレ
ー

シ
ョン
修
正
版
と
し
て
作
成
を
し
て
い
る
。
同
時
に
、

歳
入
歳
出
に
係
る
増
減
要
因
の
情
報
を
方
々
か
ら

集
め
な
が
ら
、
令
和
５
年
度
以
降
の
集
計
額
修
正

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
定
例
会
前
に
お
示

し
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
率
直
に
お
詫
び

申
し
上
げ
た
い
。

　

ア
ル
ペン
ホ
テ
ル
の
底
地
の
売
却
案
件
に
つい
て
は
、

町
民
温
泉

　
　
　

町
民
温
泉
に
つ
い
て
何
を
検
討
し
、
何
が

　
　
　

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
町
民

の
た
め
に
何
と
か
実
現
に
向
け
て
気
力
を
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

町
長

　

道
路
管
理
者
も
含
め
た
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

道
路
管
理
者
に
よ
る
歩
道
除
雪
の
実
施
に
向
け
て

協
議
が
現
在
も
取
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

倶
知
安
駅
通
の
歩
道
除
雪
を

　
　
　

歩
道
除
雪
は
人
の
命
に
関
わ
る
と
こ
ろ
、

　
　
　

除
雪
に
つ
い
て
は
本
当
に
倶
知
安
町
が

誇
れ
る
除
雪
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
神
経

を
使
っ
て
繊
細
な
対
応
を
考
え
る
べ
き
。

問こ
の
他
に
も
３
件
（
「
教
育
行
政
報
告
の
疑
問
点
」

「
２
０
３
０
年
未
来
へ
の
分
岐
点
」「
ご
み
の
日
」
）

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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引き渡し後、速やかに町民の方に利用していただくべきでは
佐藤　英俊　議員

今後、反省をしっかりと捉えた中で、
このような事態が起きないように努めてまいりたい

育長町長

　
　
　

旧
東
陵
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事
の
進
捗

　
　
　

状
況
と
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
町
長
に

伺
う
。

問答

町
長

　

先
月
、
11
月
30
日
で
工
事
が
完
了
し
、
12
月
９

日
の
町
の
検
定
が
終
了
し
て
引
き
渡
し
を
行
っ
た

と
こ
ろ
。

　

教
育
委
員
会
へ
所
管
替
え
と
な
り
、
事
務
・
業

務
等
の
引
継
ぎ
、
利
用
申
請
や
使
用
料
に
つ
い
て

の
条
例
・
規
則
の
制
定
を
経
て
、
利
用
開
始
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

　

年
明
け
１
月
以
降
、
町
議
会
が
開
か
れ
た
際
に
、

条
例
案
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

利
用
計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

１
月
上
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
体

験
利
用
期
間
と
し
て
時
間
を
活
用
し
、
４
月
１
日

か
ら
の
正
式
な
オ
ー
プ
ン
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　

改
修
工
事
が
５
月
30
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
　
　

必
要
な
利
用
料
金
、
条
例
、
変
え
る
も
の

は
変
え
る
、
こ
の
よ
う
な
作
業
は
並
行
し
て
進

め
ら
れ
な
い
の
か
。

　

改
修
工
事
は
改
修
工
事
で
担
当
者
が
行
う
わ

け
で
、
町
職
員
の
や
る
仕
事
は
事
務
の
手
続
き
、

引
き
渡
し
が
終
わ
っ
た
ら
速
や
か
に
町
民
の
方

に
広
く
使
っ
て
い
た
だ
く
の
が
皆
さ
ん
の
第
一

番
の
大
切
な
仕
事
で
は
な
い
か
な
と
考
え
る
。

問

開発者が適正に環境維持に努めているか定期的な巡回が必要と考える

旧
東
陵
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事

の
進
捗
に
つ
い
て

答

町
長

　

御
質
問
、ご
も
っ
と
も
だ
と
思
う
。残
念
な
が
ら
、

結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
本
当
に
深

く
お
詫
び
し
た
い
と
思
って
い
る
。

　

今
後
、
反
省
を
し
っ
か
り
と
捉
え
た
中
で
、
こ

の
よ
う
な
事
態
が
再
び
起
き
な
い
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
って
い
る
。

　
　
　

本
町
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
拡
大
の
一
途
と

　
　
　

な
っ
て
い
る
。
工
事
の
過
程
で
環
境
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

　

特
に
河
川
の
汚
濁
は
、
他
町
村
の
方
々
に
も

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　

一
定
規
模
の
開
発
先
に
対
し
定
期
的
な
巡
回

を
行
い
、
工
事
が
適
切
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か

確
認
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。 問気

概
を
も
っ
て
本
町
の
豊
か
な
自
然

を
守
る

答

町
長

　

開
発
に
伴
う
河
川
への
影
響
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
開
発
行
為
の
基
準
に
基
づ
き
、
防
災
工
事
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

こ
の
写
真
を
見
て
の
と
お
り
の
状
況
が
発
生
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

開
発
者
が
適
正
に
環
境
維
持
に
努
め
て
い
る
か
、

定
期
的
に
巡
回
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と

も
ち
ろ
ん
考
え
て
お
り
、
加
え
て
開
発
者
と
協
議

を
行
う
際
に
は
、
自
然
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
、

こ
う
いっ
た
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
指
導
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
日
々
大
切
な

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

　

関
係
部
署
と
連
携
の
上
に
、
目
を
光
ら
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
で
網
を
か
け
る
よ
う
な
形
に
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
４
件
（
「
じ
ゃ
が
太
く
ん
に
戸
籍
を
」

「
駅
前
整
備
に
つ
い
て
」
「
北
海
道
新
幹
線
札
幌

延
伸
の
事
業
費
膨
張
に
よ
る
本
町
の
負
担
額
は
」

「
社
会
教
育
施
設
個
別
施
設
計
画
策
定
委
託
業
務
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
）
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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並行在来線代替バス運行
　　　後志地域の新たな交通ネットワークの構築を

小川　不朽　議員

「後志地域公共交通活性化協議会」で今後もしっかり検討を進める育長町長
　
　
　

並
行
在
来
線
代
替
バ
ス
運
行
に
向
け
た
検

　
　
　

討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
バ
ス
ル
ー
ト
の
設
定
や
バ
ス
路
線
駅
・
停
留
所

　

の
設
置
に
あ
た
り
、
交
通
結
節
点
の
適
地
と
し

　

た
理
由
は
。

②
「
北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整
備
推
進
委

　

員
会
」
で
は
、
バ
ス
ル
ー
ト
や
バ
ス
路
線
駅
・

　

停
留
所
な
ど
と
関
連
付
け
た
検
討
が
な
さ
れ
て

　

い
る
か
。

③
後
志
地
域
を
つ
な
ぐ
広
域
的
な
バ
ス
ル
ー
ト
や

　

ダ
イ
ヤ
の
設
定
に
向
け
、
多
様
化
す
る
地
域

　

ニ
ー
ズ
や
地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
バ
ス
路
線
と

　

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
沿
線
自
治
体
の
み

　

な
ら
ず
、
後
志
地
域
の
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問答

町
長

①
バ
ス
と
新
幹
線
の
乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

　

交
通
拠
点
が
必
要
で
あ
る
上
、
近
隣
町
村
への

　

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
バ
ス

　

路
線
の
停
留
所
も
新
幹
線
駅
東
口
駅
前
に
交
通

　

広
場
を
整
備
す
る
こ
と
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

　
い
る
。
そ
こ
に
倶
知
安
駅
を
起
終
点
と
し
た
バ
ス

　
ル
ー
ト
案
を
検
討
し
て
い
る
。

②
現
状
、
倶
知
安
駅
構
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
バ
ス
・
道

　

南
バ
ス
の
バ
ス
乗
り
場
は
、
新
幹
線
駅
完
成
後
も

　

こ
の
駅
前
の
交
通
広
場
に
残
る
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ

　

ト
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
バ
ス
が
駅
前
通
り
に
集
中
し
な
い
よ
う
な

　
バ
ス
ル
ー
ト
と
し
て
、
町
道
西
２
丁
目
通
り
、
西

　

３
丁
目
通
り
に
も
バ
ス
を
通
行
さ
せ
る
検
討
を

　

進
め
て
い
る
。

③
北
海
道
と
後
志
管
内
の
市
町
村
及
び
交
通
事
業

　

者
で
構
成
さ
れ
る
「
後
志
地
域
公
共
交
通
活
性

　

化
協
議
会
」
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
を

　

見
据
え
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

　

向
け
た
協
議
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　

今
年
度
策
定
の
後
志
地
域
公
共
交
通
計
画

　

で
は
、
新
た
な
後
志
地
域
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
の
実
施
方
針
を
定
め
た
。

　
　

多
様
化
す
る
広
域
的
な
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

　
い
く
こ
と
は
、
代
替
バ
ス
路
線
沿
線
の
自
治
体
だ

　

け
で
の
課
題
で
は
な
い
。
今
後
も
本
協
議
会
に

　

お
い
て
、
各
自
治
体
と
し
っ
か
り
協
議
し
、
検
討

　

を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

旧
東
陵
中
学
校
体
育
館
の
利
活
用
、
ス

　
　
　

ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
普
及
・
振
興
、
文
化

芸
術
に
楽
し
め
る
環
境
を
。

　

２
０
２
１
年
９
月
、
町
長
は
旧
東
陵
中
学
校

の
体
育
館
部
分
の
み
改
修
し
、
利
活
用
を
行
う

方
針
を
示
し
、
今
年
度
か
ら
着
工
を
開
始
し
た
。

　

改
修
を
終
え
た
体
育
館
は
い
つ
か
ら
利
用
で

き
る
の
か
伺
う
。

問旧
東
陵
中
学
校
体
育
館
の
利
活
用

　

こ
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
11
月
30
日
を
も
っ

て
完
了
し
た
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会
へ
の
所
管
替
え
と
な
り
、

事
務
・
業
務
等
の
引
継
ぎ
、
ま
た
利
用
申
請
や
使

用
料
に
つ
い
て
の
条
例
・
規
則
の
制
定
を
経
て
、
利

用
開
始
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

体
育
館
の
利
用
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
制
定
前
で
は
あ
る
が
、
１
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
る
。
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
の
３
カ
月
を
プ
レ

オ
ー
プ
ン
期
間
と
し
、
４
月
１
日
か
ら
正
式
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
文
化
の
利
用
を
望

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
民
の
新
た
な
活
用
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
施
設
運
営
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

「町民説明会(並行在来線代替バス運行に向けた検討状況について)」
令和4年11月26・27日開催【資料】一部抜粋

答

町
長
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「小学校での『体罰・暴言問題』」 町長・教委一体で早期解決を
笠原　啓仁　議員

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
記
載
し
た
と
お
り
、
事
実
関

　

係
は
今
後
道
教
委
に
よ
り
そ
の
判
断
が
最
終
的

　

に
示
さ
れ
る
の
で
、
具
体
的
な
内
容
に
関
す
る

　

答
弁
に
つい
て
は
、
現
時
点
で
は
差
し
控
え
る
。

　
　

町
教
委
と
し
て
は
、
結
果
と
し
て
担
当
教
諭

　

に
行
き
過
ぎ
た
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
申
し

　

訳
な
い
と
思
って
い
る
。
本
件
発
生
以
来
、
当
該

　

校
に
お
い
て
は
学
校
経
営
計
画
に
も
手
を
入
れ
る

　

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
と
再
発
防
止
を
図
って

　

き
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
当
該
児
童
も
登

　

校
で
き
る
状
況
に
な
って
い
た
。

　
　

今
後
も
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
、
対
応
に
関

　

し
て
は
そ
の
状
況
、
時
期
に
お
い
て
適
切
な
対
応

　

を
し
て
お
り
、
し
か
る
べ
き
対
応
を
し
て
い
る
も

　

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

本
事
案
は
、
道
職
員
で
あ
る
担
任
教
諭
に
よ

　

る
児
童
への
体
罰
・
暴
言
に
対
す
る
処
分
が
求
め

　

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
最
終
判
断
は
前
提
事
実

　
　
　

小
学
校
で
の
「
体
罰
・
暴
言
問
題
」
に
関

　
　
　

し
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
。

①
11
月
９
日
付
け
の
新
聞
報
道
に
対
す
る
「
町
教

　

委
見
解
に
つ
い
て
」
に
至
る
ま
で
の
経
過
。

②
12
月
１
日
付
け
北
海
道
新
聞
記
事
に
対
し
、
教

　

育
委
員
会
と
し
て
の
「
見
解
」
は
あ
る
か
。

③
「
総
合
教
育
会
議
」
の
招
集
権
を
持
つ
町
長
は
、

　

会
議
を
招
集
し
、
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
努

　

力
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
問
題
発
生
か
ら
３
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

　

３
年
は
長
過
ぎ
る
。
教
委
単
独
に
よ
る
調
査
に

　

は
限
界
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
の
早

　

期
解
決
に
向
け
、
「
第
三
者
委
員
会
」
な
ど
の

　

設
置
も
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

問

　

の
最
終
認
定
を
含
め
て
道
教
委
が
行
う
こ
と
と

　

な
る
。
ま
ず
は
道
教
委
の
判
断
を
待
ち
、
そ
の

　

判
断
が
示
さ
れ
た
上
で
の
対
応
に
な
る
と
認
識

　

し
て
い
る
。

　
　

事
故
報
告
書
に
つい
て
は
、
本
年
11
月
９
日
付

　

け
の
道
新
に
写
真
で
掲
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
開
示

　

に
当
た
って
は
ほ
ぼ
黒
塗
り
の
内
容
だ
っ
た
。

　
　

こ
の
後
、
道
教
委
の
判
断
が
下
り
た
ら
道
教
委

　
の
同
意
を
得
て
、
保
護
者
へ
は
報
告
の
内
容
を
含

　

め
た
説
明
を
行
って
い
く
。

②
11
月
９
日
付
け
の
１
回
目
の
北
海
道
新
聞
に
掲
載

　

さ
れ
た
記
事
に
対
す
る
見
解
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
る
の
で
、
基
本
的
な
見
解
や
対
応
に

　
つい
て
は
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

④
１
日
も
早
く
本
件
に
係
る
事
実
確
認
を
し
て
、
解

　

決
を
図
る
た
め
に
第
三
者
委
員
会
が
必
要
で
あ

　

る
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
拒

　

む
何
も
の
も
な
い
。

　
　

今
後
は
今
月
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
合
教
育

　

会
議
の
中
で
本
件
に
つい
て
し
っ
か
り
と
協
議
・

　

検
討
し
、
今
後
の
適
切
な
対
応
を
と
って
い
き
た

　
い
と
考
え
て
い
る
。

　

り
、
ま
ず
、
総
合
教
育
会
議
の
中
で
本
案
件
の

　

事
実
や
経
過
に
つい
て
し
っ
か
り
と
議
論
を
深
め
、

　

第
三
者
委
員
会
の
設
置
も
含
め
た
今
後
の
対
応

　

に
つい
て
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
そ
の
方
向
性

　

を
定
め
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

　
い
る
。

答

町
長

①
本
年
11
月
現
在
で
１
５
９
９
名
と
な
って
い
る
。

②
地
区
防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
る
町
内
会
の
皆

　

さ
ん
に
名
簿
を
提
供
で
き
る
準
備
を
進
め
て
い
く
。

③
令
和
８
年
度
ま
で
を
目
標
に
策
定
す
る
。

④
今
年
度
は
要
支
援
者
の
参
加
は
な
か
っ
た
が
、
今

　

後
の
訓
練
で
は
要
支
援
者
の
避
難
を
想
定
し
た

　

訓
練
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

『
個
別
避
難
計
画
』

作
成
は
進
ん
で
い
る
か

　
　
　

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
つ
い
て
、

　
　
　

以
下
の
点
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
対
象
者
数
。

②
名
簿
の
活
用
。

③
「
個
別
避
難
計
画
」
の
策
定
完
了
の
目
途
。

④
「
個
別
避
難
計
画
」
に
基
づ
く
「
要
支
援
者
」
は
、

　

実
際
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
か
。

問
　

こ
の
他
に
、

①
「
『
町
住
の
居
住
状
況
』
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
」

②
「
『
町
内
の
給
与
水
準
』
実
態
調
査
が
必
要
だ
」

③
「
『
町
有
地
で
の
医
院
新
設
』
ど
こ
に
、
い
つ
、

　

な
に
が
で
き
る
の
か
」

　

の
３
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「総合教育会議」開き速やかに方向性定める町長
教育長道教委の判断待ち適切な対応をとる

答

教
育
長

答

町
長

　

は
じ
め
に
、
本
事
案
に
お
い
て
担
任
教
諭
に
よ

る
学
級
で
の
給
食
指
導
の
際
、
行
き
過
ぎ
た
指
導

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
長
期
に
わ
た
って
解
決
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
行
政
を
預
か
る

者
と
し
て
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
本
事
案
を
真
摯
に
反
省
し
改
善

と
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

③
④
総
合
教
育
会
議
の
開
催
と
第
三
者
委
員
会
の

　

設
置
に
つい
て
は
、
教
育
長
の
答
弁
に
あ
っ
た
と
お
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町長
今後見込まれる１５０億円の投資、財政破綻の恐れを感じる

中長期的な財政計画をしっかり持って対応していく

原田　芳男　議員

答

町
長

　
　
　

新
幹
線
・
駐
車
場
・
水
道
な
ど
１
５
０
億

　
　
　

円
と
も
い
わ
れ
る
投
資
で
わ
が
町
の
財

政
は
破
綻
の
恐
れ
を
感
じ
る
。

①
新
幹
線
の
工
事
費
が
６
４
５
０
億
円
増
と
言
わ

　

れ
て
い
る
。
倶
知
安
町
の
負
担
増
は
ど
う
な
る

　

の
か
。

②
当
初
、
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
が
70
億
円
、
新
幹

　

線
駅
の
駐
車
場
30
億
円
、
水
道
工
事
70
億
円

　

と
説
明
さ
れ
、
そ
の
後
駐
車
場
は
半
分
程
度
に

　

減
額
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
町
営
住
宅

　

の
建
て
替
え
や
厚
生
病
院
の
建
築
負
担
な
ど
心

　

配
で
あ
る
。

③
町
長
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

　

の
か
。
町
民
の
負
担
増
に
繋
が
ら
な
い
か
、
サ
ー

　

ビ
ス
低
下
に
繋
が
ら
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。

　

特
定
の
事
業
へ
の
巨
額
投
資
で
町
民
の
暮
ら

し
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

問
①
新
幹
線
の
工
事
費
増
で
の
影
響
に
つい
て
、
消
費
税

　
の
増
、
物
価
高
騰
、
技
術
的
な
問
題
な
ど
で
大
幅

　

に
増
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

町
の
負
担
が
増
え
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
ら

　

な
い
。
12
月
８
日
に
道
で
開
か
れ
た
会
議
で
今
後

　

調
整
な
ど
を
協
議
・
検
討
し
て
い
く
旨
の
説
明
が

　

あ
っ
た
。

②
ひ
ら
ふ
第
１
駐
車
場
に
つい
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

　

を
進
め
て
い
る
。

　
　

今
後
、
民
間
活
力
導
入
に
向
け
た
取
組
を
継

　

続
し
て
い
く
。
現
段
階
で
２
０
２
７
年
頃
に
建
設

　

に
も
って
い
く
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　

新
幹
線
倶
知
安
駅
に
係
る
西
口
駐
車
場
に
つ

　
い
て
は
次
年
度
に
基
本
計
画
・
基
本
設
計
を
予
定

　

し
て
い
る
。

　
　

上
水
道
に
つい
て
は
、
継
続
事
業
で
浄
水
場
、

　

給
水
施
設
、
配
水
管
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　
　

町
営
プ
ー
ル
に
つい
て
は
、
引
き
続
き
基
本
計

　

画
の
策
定
を
進
め
る
。
新
プ
ー
ル
建
設
候
補
地

　

に
つい
て
は
、
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
て

　

跡
地
に
予
定
し
て
い
る
。

　
　

町
営
住
宅
は
基
本
計
画
に
引
き
続
き
基
本
設

　

計
に
入
って
い
き
、
厚
生
病
院
に
つい
て
は
現
在
、

　

第
２
期
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

③
今
後
可
能
な
限
り
事
業
費
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

　

現
時
点
で
何
ら
か
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下
げ

　

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ま
た
、
中
長
期
的
な
財
政
計
画
を
し
っ
か
り

　

持
って
財
政
破
綻
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
対
応
し

　

て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助

成
の
実
現
を

　

加
齢
性
難
聴
は
年
齢
以
外
に
原
因
が
な
い
難
聴

で
あ
る
。
補
聴
器
購
入
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
って
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
独

自
の
補
助
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
全
般
に
関

わ
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
制
度
の
中
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

給
食
費
の
無
料
化
を
全
児
童

・
生

徒
に
広
げ
る

　
　
　

現
在
、
補
聴
器
の
購
入
へ
の
国
の
補
助
は

　
　
　

聴
力
が
極
端
に
落
ち
た
場
合
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
聴
力
が
落
ち
た
方
々
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

加
齢
性
難
聴
は
認
知
症
の
原
因
と
な
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
対
象
者
へ
の
町

独
自
の
補
助
は
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
と
な
る
。
町
独
自
の
補
助
事
業
の

創
設
を
求
め
る
。

問答

町
長

　
　
　

現
在
、
第
３
子
の
み
給
食
費
は
無
料
と
な

　
　
　

れ
て
い
る
が
、
子
育
て
支
援
、
物
価
の

高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か
ら
全
児
童
・

生
徒
に
給
食
費
の
無
料
化
を
広
げ
る
こ
と
を
求

め
る
。

問
　

給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
子
育
て
支

援
全
体
を
鑑
み
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

給
食
費
の
在
り
方
を
含
め
、
よ
り
良
い
子
育
て
、

環
境
の
充
実
を
図
って
い
く
。

答

町
長

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
の
充
実
を

　
　
　

毎
日
の
除
雪
が
高
齢
者
に
と
っ
て
手
に
余

　
　
　

る
こ
と
が
度
々
で
あ
る
。
除
雪
ヘ
ル
パ
ー

制
度
は
利
用
者
に
と
っ
て
大
事
な
制
度
。

　

し
か
し
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
。
も
っ

と
幅
広
い
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
人
の
強
化
を

含
め
制
度
運
用
の
見
直
し
を
求
め
る
。

問
　

除
雪
ヘ
ル
パ
ー
は
除
雪
が
困
難
で
あ
る
世
帯
に
優

先
的
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
目
指
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
幅
広
い
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
人
の
強
化

な
ど
を
含
め
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
区

組
織
と
も
連
携
を
図
り
除
雪
支
援
が
必
要
な
人
へ

適
切
に
届
く
体
制
の
構
築
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

14



子どもの幸せを最優先する倶知安町へ
　　　　　　出産・子育て応援交付金事業について

体制を整えていきたい

坂井　美穂　議員

答

町長

町
長

　
　
　

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
が
政
府

　
　
　

の
総
合
経
済
対
策
に
新
た
に
盛
り
込
ま

れ
た
。
総
合
経
済
対
策
で
は
、
支
援
が
手
薄
な

ゼ
ロ
か
ら
２
歳
児
に
焦
点
を
当
て
、
妊
娠
・
出

産
時
に
計
10
万
円
相
当
の
給
付
に
よ
る
経
済
的

負
担
軽
減
と
と
も
に
妊
娠
時
か
ら
の
伴
走
型
相

談
支
援
を
一
体
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

日
本
最
大
の
構
造
的
課
題
と
い
え
る
少
子
化

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

や
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
支
援
策
を
切
れ
目

な
く
充
実
さ
せ
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

そ
の
一
貫
性
・
継
続
性
・
恒
久
性
・
体
系
性
を

分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

倶
知
安
町
に
お
け
る
制
度
設
計
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

問

男
子
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
に
つ
い
て

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
倶
知
安
町
と
し
て
も
実

現
に
向
け
た
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。

　

国
は
伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い
て
、
妊
娠
届
出

時
と
妊
娠
８
カ
月
前
後
、
そ
し
て
出
生
届
か
ら
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
ま
で
の
間
の
３
回
を
面
談
実
施

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
い
る
。

　

倶
知
安
町
で
は
年
間
約
１
３
０
名
の
対
象
者
に

な
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
面
談
が
必
要
と
な
る
の

で
、
職
員
体
制
も
含
め
て
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

園
児
が
約
６
割
に
上
る
な
ど
、
総
体
的
に
支
援

が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
全
て
の
妊
産
婦
が
公
的
支
援
に
つ

な
が
る
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
育
児
用

品
の
購
入
な
ど
出
産
準
備
に
当
た
っ
て
の
出
費

や
家
事
・
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
も
の
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
ニ
ー
ズ
調
査
も
必
要
。

　

こ
の
機
会
に
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い

う
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
緒
に
育
て
て
い
く
こ
と
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
対
し
て
、

そ
の
相
談
体
制
と
し
て
専
門
的
な
方
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
人
材
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
も
検

討
及
び
活
用
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
。

　

妊
娠
期
・
出
産
期
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

も
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
よ
く
把
握
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　

本
町
で
の
公
共
施
設
調
査
数
の
42
施
設
に
お
け

る
男
子
ト
イ
レ
への
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状

況
は
、
男
性
用
の
個
室
ト
イ
レ
で
は
１
施
設
２
か

所
。
多
目
的
ト
イ
レ
等
は
４
施
設
６
か
所
で
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

男
性
用
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
必
要
性
が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で
準

備
が
整
い
次
第
設
置
を
進
め
る
。

　

衛
生
ご
み
の
袋
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
っ
と
広
報

等
、
周
知
方
法
の
工
夫
を
し
な
が
ら
住
民
に
浸
透

で
き
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

答

こ
ど
も
未
来
課
長

出
産

・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

に
つ
い
て

　
　
　

今
回
の
新
事
業
の
意
義
は
、
保
育
料
無
償

　
　
　

化
の
対
象
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
限

ら
れ
、
幼
稚
園
・
保
育
所
等
を
利
用
し
な
い
未
就

問

答

町
長

　

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
活
力
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
検
討
の
中
で
含
め
て
い
き
た
い
。

　

経
済
的
支
援
に
つ
き
ま
し
て
も
今
現
在
、
ニ
ー
ズ

と
し
て
把
握
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
新
た
な
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
実
施
の
検

　
　
　

討
を
早
く
進
め
る
こ
と
で
活
用
し
て
い

け
な
い
か
。

問

　
　
　

近
年
、
前
立
腺
や
膀
胱
の
疾
患
の
あ
る
方

　
　
　

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
伴
う
要
因
か
ら
の
使

用
も
増
加
し
て
い
る
。

　

現
在
、
当
町
で
の
公
共
施
設
の
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状
況

と
設
置
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
衛
生
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て
伺
う
。

問答

町
長
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ワクチン接種による副反応の実態を本町はどのように把握しているか
正式な件数把握はしていないが、
国で発表されているものとおおよそ相違はない

冨田　竜海　議員

町長

　

こ
れ
ま
で
の
感
染
症
対
策
の
検
証
を
町
単
位
で

行
う
の
は
限
界
が
あ
る
が
、
国
や
北
海
道
、
あ
る

い
は
複
数
の
形
で
の
こ
れ
か
ら
の
対
応
策
を
次
に
生

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
る
。

各
種
感
染
症
対
策
に
関
す
る
見
解

に
つ
い
て

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
効

　
　
　

果
検
証
と
見
直
し
が
必
要
で
は
。

問答

町
長

　

町
民
に
推
奨
し
て
き
た
感
染
症
対
策
に
関
し

て
、
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
か
具
体
的
な
数

字
を
把
握
す
る
と
い
う
の
は
大
変
困
難
で
あ
り
、

今
後
も
状
況
に
合
っ
た
感
染
症
対
策
を
続
け
て
い

く
。

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
ま
で
２

年
半
以
上
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

今
、
世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
り
、

簡
単
に
ス
マ
ホ
で
世
界
中
の
情
報
が
見
れ
る
。
片

方
だ
け
の
価
値
判
断
で
の
決
め
つ
け
は
避
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　

だ
が
、
私
た
ち
は
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
ま
ず
前
提
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
圧
力
で
は
な
く
社
会
と
い
う
の
は

そ
う
いっ
た
中
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
「
ノ
ー
パ
ー
テ
ィ
、

ノ
ー
コ
ロ
ナ
宣
言
の
適
法
性
に
つ
い
て
」
）
を
し

ま
し
た
。

　
　
　

自
主
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反
応

　
　
　

の
実
態
を
調
査
し
て
い
る
自
治
体
が

多
々
あ
り
、
相
当
数
の
副
反
応
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
把
握
を
し
て

い
る
の
か
。
情
報
公
開
を
し
て
い
る
か
。

問答

町
長

　

審
査
会
に
上
が
る
ま
で
の
重
症
な
副
反
応
と
い

う
も
の
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　

た
だ
、
身
体
が
だ
る
い
、
熱
が
出
た
と
い
う
レ
ベ

ル
で
は
か
な
り
の
件
数
が
あ
っ
た
が
、
正
式
な
件
数

の
把
握
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
し
て
い
な
い
。

　

副
反
応
に
よ
る
接
種
の
希
望
の
有
無
を
検
討
す

る
た
め
の
材
料
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
で
発
表

さ
れ
て
い
る
も
の
と
お
お
よ
そ
相
違
は
な
い
。

　
　
　

感
染
症
対
策
効
果
に
関
し
て
、
ど
ち
ら
か

　
　
　

に
偏
る
こ
と
な
く
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
同
じ
く
情
報
発
信
す
る
べ
き
で
は
。

問答

町
長

　
　
　

感
染
症
対
策
効
果
に
関
し
て
、
一
切
検
証

　
　
　

も
見
直
し
も
さ
れ
ず
に
２
年
半
経
っ
た
が
、

対
策
の
検
証
・
見
直
し
が
必
要
で
は
。

問答

町
長

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の
低
下
、
肥
満
、

　
　
　

高
齢
者
の
外
出
自
粛
に
よ
る
要
介
護
レ

ベ
ル
の
上
昇
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化

な
ど
調
査
・
検
証
を
し
て
い
る
の
か
。

　

感
染
症
対
策
推
奨
に
よ
る
２
次
被
害
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

問
　

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
運
動
能
力
の
低
下
、
高

齢
者
の
孤
立
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
弱
体
化
に
つ
い

て
、
ま
だ
ま
だ
制
限
が
あ
る
中
で
、
徐
々
に
活
動

が
復
活
し
や
す
く
な
って
き
て
い
る
。

　

小
中
学
校
に
お
い
て
も
、
学
習
発
表
会
や
学
校

祭
、
運
動
会
や
体
育
大
会
に
つ
い
て
も
実
施
方
法

を
工
夫
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
方
々
に
は
本
当
に
か
わ
い
そ
う
な
こ
と

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
全
町
の
サ
ロ
ン
や
町
内

会
で
の
活
動
も
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
よ
う

に
な
って
き
た
。

　

感
染
症
対
策
イ
コ
ー
ル
制
限
で
は
な
い
の
で
、
国

や
北
海
道
の
有
識
者
、
専
門
家
の
意
見
な
ど
を
参

考
に
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

答

町
長
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１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　員　　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　員　　門田　　淳
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 倶知安町ニセコひらふ地区エリアマネジ
　 メント条例の改正について

　平成26年に議員提案で策定された本条例は、受益
者分担金制度を基に設計されています。
　そのため、エリアマネジメント条例上では町が行
為を行う法人を認定し、その認定を受けた法人が5年
間の事業計画、年次の事業企画を策定し、町からの
事業の認定を受けた上で進めるなど、複雑な手法が
想定されていました。
　しかし、その後、近年では受益者分担金ではなく、
宿泊税のような法定外目的税が地方において新たな
財源確保の手法になってきています。

　今回の条例改正は、該当の法人の活動内容、他の
団体との明確な事業のすみ分け、そして財源を法定外
目的税を想定し、条例運用をシンプルにすることを
想定し、改正案を策定している報告を受けました。

■ 請願書の審査

　第3回定例会において付託となった請願第6号「子
どもの新型コロナウィルス感染症対策緩和に関する
請願書」の審査を行っています。
※請願内容については3頁を参照
　令和5年1月18日開催の審査では、請願者及び紹介
議員に出席をいただき、請願趣旨・内容などの説明
を受けました。
　2月2日開催の審査では、町内の小学校及び中学校
に、コロナ感染症対策の一環である「マスク着用」
による教育活動の状況についての現地視察を行い、
併せて学校教育課を招致し、学校現場におけるコロ
ナ感染症対策の現状などについて説明、意見などを
聴取しました。
　今後さらに審査を重ね、3月開会の第1回定例議会に
おいて請願審査報告書を提出することとしています。

■ 新たな財政シミュレーションの報告について

　ニセコアルペン底地（ニセコひらふ1条4丁目）の
町有地をニセコ東急リゾートへ35億5,300万円で売
却したことを受け、あらたな財政シミュレーション
の説明を受けました。
　売却額は財政健全化基金に積立てられる方針で、
今後の公共施設の更新や新幹線に伴う施設整備など
に充てられることが想定されています。

　本委員会では、町が想定する更新施設の優先順位
など、委員との意見交換がなされました。

売却することとなったニセコアルペン底地の町有地

　
　
　

感
染
症
対
策
効
果
に
関
し
て
、
ど
ち
ら
か

　
　
　

に
偏
る
こ
と
な
く
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
同
じ
く
情
報
発
信
す
る
べ
き
で
は
。
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■ 住民環境課所管事項

　令和5年2月2日の委員会において、本年策定予定
の諸計画について、住民環境課から示され、質疑を
行いました。

1．倶知安町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
　  の策定

　本計画は「地球温暖化対策推進法」で策定が義務
付けられており、本町が実施している事務・事業に
関し、「温室効果ガスの排出量の削減」と「省エネ
ルギー・省資源、廃棄物の減量化」などの取組を推
進することを目的としています。
　計画の期間は2023年（令和5年）から2030年（令和
12年）までです。

2．倶知安町一般廃棄物処理基本計画の策定

　本計画は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
で策定が義務付けられている10年間（令和5～14年
度）の長期計画です。

経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　員　　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

委員会開催は下記のとおり（令和4年11月から令和5年1月まで）

11月16日、22日、28日、12月20日、1月25日
（計5回）

　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査をしています。

■ まちづくり新幹線課所管事項

1．北海道新幹線倶知安駅周辺整備

　北海道新幹線倶知安駅周辺整備推進委員会では、
「都市施設に関する方針」の検討を重ねていると本
委員会に報告がありました。
　また、倶知安新駅施設については「町民からの視
点」と「町外・来訪者からの視点」をもって機能や
空間づくりの配置や駐車場のあり方について検討を
行っていると報告がありました。

2．準都市計画区域拡大等に伴うパブリックコメント
　  の実施

　持続可能なリゾート地形成とリゾート地から離れた
地域における土地利用の維持を目的とし、スキー場
周辺の「リゾートエリア」と「準都市計画区域拡大
予定エリア」について、建築ルール、開発ルールを
見直すものです。
　第13回検討委員会による検討を踏まえ、一部修正し
て新ルールの原案をまとめたと報告がありました。
　建築物の密集を防ぐ敷地面積の規制の強化、リゾー
トエリア外の準都市計画区域の一部を宿泊施設の新
設を禁止するなどが盛り込まれています。新ルール
の原案は町ホームページで公開。

【パブリックコメント（意見公募）】
　　　　 　令和5年1月27日から2月27日まで実施
【法定手続き（予定）】　令和5年5月から9月まで
【新ルール施行（予定）】令和5年10月1日から

■ 観光商工課所管事項

ひらふ第1駐車場再整備　サウンディング型市場調査
の中間報告

　令和4年10月25日、26日に申込みのあった6団体
と対話を行ったと原課より報告を受けました。
　今回のサウンディング調査結果の報告を町ホーム
ページで公表し、令和4年12月1日に説明会を実施し
ました。

　本計画では10年間の一般廃棄物の排出量の見通しや
課題などを示し、どのように処理し、どのように減
量化や再資源化等の取組をするのか等を想定してい
ます。
　し尿や浄化槽汚泥も一般廃棄物に該当することか
ら、生活排水処理基本計画も併せて策定することに
なっています。

3．令和5年度一般廃棄物処理実施計画の策定

　本計画は前述の「基本計画」と対になるもので毎
年度策定が義務付けられています。
　1年間の排出量の見直しを示した上で「基本計画」
により具体的に、日々のごみ処理をどのように行っ
ていくのかなどを想定しています。

　以上の諸計画についてはこの後、「美しいまちづく
り審議会」や庁議の「調整会議」などで諮られ、本
年3月の策定を目指しています。

※「庁議」とは、町行政に関する基本方針及び重要な政策
　の審議・決定に効果的かつ円滑な運営を図るために設置
　された役場内の会議のこと。調整会議と政策会議の2種類
　がある。
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議 ら長 室 か
こ ん に ち は

　新型コロナウイルス感染症の感染者が初めて確認されてから、
今年1月で満3年が経ちました。
　この間、皆様にはワクチンの接種も続けながら、日常生活の中
で感染対策等に努めていただいておりますが、第8波が押し寄せる
など未だに収束には至っておりません。
　本年5月からは感染症法上の分類が「2類相当」から「5類」に
移行する方針が示されましたが、町民の皆様も引き続き感染対策
等に努めていただければと思います。
　さて、本年4月より新年度がスタートします。北海道新幹線札
幌延伸に伴う工事が街なかでも始まります。新駅や駅周辺の整備
など、多くの課題に本町は取り組まなければなりません。
　令和5年3月の第1回定例議会では新年度予算を審議するため、
予算審査特別委員会が開催されます。
　住み良いまちづくりに取り組むため、私たち議会といたしまし
ては慎重審議に努めてまいりたいと思います。

　末筆ではございますが、皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

若者の立場からのこの町に対する意見や考えを伺いました

特別委員会報告
　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では、これからの本町の未来を担っ
ていく若者たちの率直な意見や考えを伺うため、
令和4年12月22日(木)に倶知安高等学校及び倶知
安農業高等学校の生徒を対象とした「高校生と議
会議員との意見交換会」を開催しました。

　なお、当日は両校から3名ずつの参加をしていた
だき、自己紹介のあとには役場3階の議場や議員控
え室などを見学し、限られた時間ではありましたが、
この町に対する若者の視点に立った想いや考えを
伺うことができました。

　意見交換時には主に下記の内容について高校生
より意見を伺いました。

〇この町の魅力や自慢できること
〇新幹線を活かしたまちづくり
〇議会に対するイメージ
〇自分が町長または議員になったらどんなことを
　したいか

倶知安町議会議長　　盛多　勝美

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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   議会は倶知安町役場庁舎3階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第 1 回定例会は  3 月6日（月） から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

編集委員 /波方　真如 

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

　時が経つのは早いもので4年任期中最後の議会広報となりました。
　年4回の定例議会をはじめ、倶知安町議会における審議の経過と結果を分かり易く皆様にお伝えするため、
そして皆様に見ていただける様に広報特別委員会の議員と議会事務局が一丸となって紙面作りに励んできました。
　また、町民の広場では多くの方にご協力をいただき毎号素敵なページを作ることができ、大変感謝してお
ります。
　もうすぐ新体制での倶知安町議会がスタートいたしますが、引き続き議会広報についてご覧になったご感
想や改善のためのご意見・ご提案等をいただければ幸いです。

Q.この町に来たきっかけは？

A.学生時代から頻繁に遊びに来ていて、
　キャンプ、釣り、登山とアウトドア好き
　にはたまらない土地と感じたのがきっか
　けでした。
　この町の飲食街の田舎感が、良くも悪く
　も私にはフィットしました。

Q.この町に期待または希望することは？

A.子育て支援の一環として、教育にもっと
　もっと力を入れることを期待します。
　例えば、この町の自然環境を生かし、ア
　ウトドア好きの私としては旭ケ丘公園を
　もっと有効活用してオールシーズンキャ
　ンプができる環境が整備されればと思い
　ます。

Q.あなたが伝えたいこの町の魅力や特色は？

A.国内外から色んな国籍の方が集まって
　来る街なので、未だに新しい仲間が増
　えることが楽しく、この町の魅力だと
　感じます。
　普段から英語も頻繁に耳に入ってくる
　こともこの町の特色だと感じます。

　　　　おおわだ　　 あつし  おおわだ　　 あつし  

　大和田　大和田      敦敦 　 さん 　 さん

JUNGLE BROTHERSJUNGLE BROTHERS
店長店長
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